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はじめに

このたびは、Prinergy® ソフトウェアの最新バージョンをお買い上げいただき、
ありがとうございます。このリリース ノートでは Prinergy ソフトウェアのリ
リース 2.2 に行われた変更と改善点についてお知らせします。適宜、詳細につ
いては、Prinergy オンライン ヘルプを参照してください。Prinergy 2.2 は、ユー
ザーの皆様がご自身でインストールできるアップデートです。システム要件
およびアップグレードの手順の詳細については、Prinergy マニュアル CD 内の

『Prinergy 2.2 アップグレード ガイド』(Part Number: 731-00072B) を参照してく
ださい。

このリリース ノートの内容

このリリース ノートは、次のセクションに分かれています。

修正された問題—以前のリリースの Prinergy 以降に解決された問題について
説明します。

新機能— Prinergy ソフトウェアに追加された新しいメニュー コマンド、オプ
ション、ウィンドウ、またはダイアログ ボックスについて説明します。

拡張された機能—既存の機能に行われた改善点について説明します。

制限とこれまでにわかっている問題—未解決の問題について説明します。

注意 : このリリース ノートで使用している印刷用語のページと面付けは、それぞれ、パッ
ケージング用語のアートワークとレイアウトにあたります。
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修正された問題

このセクションでは、Prinergy ソフトウェアの今回のリリースで解決された問
題について説明します。

Prinergy 2.2 の開発中に Prinergy 2.1 で発見された問題はPrinergy 2.2 および 2.1
で可能な限り修正されました。通常、バージョン間の修正の差異は、数回の
アップデートでなくなります。ただし、以下の問題は Prinergy 2.2 でのみ解決
されています。

DCS ラスター出力で [デバイス ] セクションのチェックボックスの設定が維持
されない

プロセス プランで [デバイス ] セクションの [同じ名前で既存ファイルを上書き ]
チェックボックスの設定が維持されませんでした。出力ファイルは必ず上書
きされ、名前が変更されることはありません。

Virtual Proofing System の [面付け ] 表示でページの向きが誤って表示される

スケーリングとページ回転を組み合わせて使用すると、ページの向きを決定
する計算にエラーが発生していました。この問題は、折丁の出力内容には影
響しません。
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新機能

このセクションでは、Prinergy 2.2 で追加された新機能について説明します。

インストールおよびシステムの機能

Prinergy Update Utility 
Prinergy Update Utility を使用すると、Prinergy のリリース 2.2 のインストール
およびリリース 2.2 へのアップグレードを行うことができます。また、今後の
メジャー アップデートおよびマイナー アップデートをインストールするた
めにも使用できます。

Prinergy Update Utility は、以下の言語に翻訳されています。

• フランス語

• ドイツ語

• スペイン語

• オランダ語

Prinergy Update Utility は、コマンド ライン ベースの Prinergy Product Update
(PPU) ユーティリティの GUI バージョンです。PPU に慣れている方は、引き
続き PPU をご使用いただくこともできます。
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この機能のメリット

フルサービス契約を結んでいる場合には、Prinergy のアップデートを eCentral
から入手することができます。これにより、アップデートの選択とインストー
ルの時期を自由に決めることができます。

機能について

詳細は、『Prinergy 2.2 アップグレード ガイド』を参照してください。

ファイルへのバックアップ

オンライン バックアップ (ライセンス オプションの一種 ) を利用できる場合
は、バックアップをテープに保存するという標準オプションの代わりに、バッ
クアップをディスク上のファイルに保存することができます。

この機能のメリット

この機能を使用することで、Prinergy のバックアップで使用するメディアを選
択できるようになります。バックアップをネットワーク上に保存すれば、既
存のバックアップ方法をそのまま活用し、 Prinergy サーバーに接続している
テープ デバイスを Prinergy アーカイブ専用にすることができます。

機能について

ファイルへのバックアップを有効にするには、次の操作を行います。

1. Prinergy Administrator で、[ツール ] メニューから [システム設定 ] を選択し
ます。

2. [設定オプション ] ダイアログ ボックスで、[バックアップ ] タブをクリック
します。

3. [Backup Medium] ボックスで、[FILE] を選択します。

注意 : Prinergy 2.2.1.0 のアップグレードにはインストール キーが必要です。インストール
キーを取得するには、eCentral にログオンして要求を送信してください。
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4. [Backup File Location] オプションの横の [ブラウズ ] をクリックし、バック
アップを保存する場所を選択します。

詳細については、『Prinergy システム管理ガイド』 (Part Number: 731-00057A) の「Prinergy
システムのバックアップ」の章を参照してください。

最新のジョブ共有設定の自動呼出し

新しいジョブを作成すると、Prinergy Workshop によって最新の設定が呼び出
され、それらがジョブのデフォルトとして使用されます。Prinergy Workshop
では、以下のダイアログ ボックスの設定が保持されます。

• ジョブ ホーム

• テンプレート ジョブ

• ジョブ属性

• ジョブのインポート

この機能のメリット

この機能を使用すると、ジョブに必要なオプションを入力し直したり、選択
し直したりする必要がなくなります。これにより、ジョブの作成が短縮され、
設定ミスも最小限に抑えることができます。たとえば、Prinergy Workshop は、
最後にジョブを作成した場所や、デフォルトのボリュームとしてそのジョブ
を使用した場所を記憶することができます。

機能について

この機能はデフォルトで有効です。

EPM と障害迂回

EPM+ は、EPM (Prinergy Emergency Platemaking) 機能を拡張するものです。こ
の機能は、障害迂回の基本機能に、検証済みの VSR (Veritas Storage Replicator)
のデータ複製機能を追加します。障害迂回（フェイルオーバー）とは、Prinergy
プライマリ サーバーに障害が発生したときに、セカンダリ サーバー／レン
ダー ステーションがプライマリ サーバーの機能を継承することです。

この機能のメリット

障害迂回の後、プライマリ サーバーがオフラインになってから数秒後に障害
迂回用サーバーがデータベースおよびジョブ アクセスを受け持ち、その時点
から制作の拠点となります。システムは、プライマリ サーバーにデータが保
存されていないすべてのジョブにフル アクセスが可能で、ジョブの処理と製
版を継続できます。

機能について

詳細については、『EPM Plus (EPM+) Emergency Platemaking and VSR インストー
ル / 操作ガイド』を参照してください。

注意 : サーバーをバックアップするためには、オンライン バックアップ オプションを購入
してライセンスを取得する必要があります。
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DotShop スクリーニング : Composer とプラグイン

DotShop スクリーニング プラグインの新しいバージョンをご使用いただけま
す。この機能を使用するには、別途ライセンスが必要です。

このプラグインは、Prinergy プライマリ サーバーにインストールされたスク
リーン インスタンス作成ソフトウェアである DotShop Composer の新規バー
ジョンのリリースでサポートされています。

この機能のメリット

DotShop を使用して、PDF ファイル内のオブジェクトおよびページのスクリー
ニングをカスタマイズできます。DotShop Composer の機能は次のとおりです。

• プラグインが使用するスクリーン インスタンス ファイルを自動的に作成

• スクリーン インスタンスのコピー

• Maxtone および HyperFlex スクリーニングをサポート

機能について

サーバーで DotShop Composer を使用するには、次の操作を行います。

Windows デスクトップで [Start] > [Programs] > [Prinergy] > [DotShop Composer]
の順に選択します。詳細については、Prinergy DotShop Composer のヘルプを参
照してください。

クライアントで DotShop プラグインを使用するには、次の操作を行います。

DotShop プラグインは、Prinergy Workshop のインストールまたはアップデー
ト中に、Acrobat の [Prinergy_Plug-in_Disabled] フォルダ内に保存されます。

• Windows クライアントの場合は、CreoToolsPro.api を [Acrobat¥Prinergy_Plug-
in_Disabled] フォルダから [Acrobat¥Plug-ins¥Prinergy] フォルダにコピーし
ます。

• Acrobat 5.05 をインストールした Macintosh クライアントの場合は、
CreoToolsPro を [Acrobat\Prinergy_Plug-in_Disabled] フォルダから [Acrobat\
Plug-ins\Prinergy_Plug-ins] フォルダにコピーします。

• Acrobat 6.0 をインストールした Macintosh クライアントの場合は、
CreoToolsPro を [Acrobat\MacOS\Prinergy_Plug-in_Disabled] フォルダから 
[Acrobat\Plug-ins\Prinergy_Plug-ins] フォルダにコピーします。

DotShop プラグインを起動するには、Acrobat の [編集 ] ツールバーの [Prinergy
DotShop] ボタンをクリックするか、Acrobat メイン メニューから [ツール ] >
[Prinergy DotShop] の順に選択します。詳細については、Prinergy DotShop の
PDF ヘルプを参照してください。
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Creo PDF Trapper
Creo PDF Trapper は、ベクター ベースのトラッピング ソフトウェアです。Creo
PDF Trapper には、一般的な出力用およびパッケージング用の異なるトラッピ
ング ワークフローに合わせたそれぞれのバージョンがあります。

この機能のメリット

Creo PDF Trapper ソフトウェアでは以下の操作を行うことができます。

• コンテキストおよび属性に応じてオブジェクト、トラップ、ボーダーを選
択する

• 複雑なビットマップの自動トラッピングおよび手動トラッピングを実行
する

• トラップ ジオメトリの編集、トラップ パスの編集、および Keepaway トラッ
プ (Advanced バージョン ) でパッケージングをサポートする

機能について

Trapper プラグインを起動するには、Acrobat の [編集 ] ツールバーで次のうち
いずれかのボタンをクリックします。

• Creo PDF Trap Viewer

• Creo PDF Trap Editor

• Creo PDF Advanced Trap Editor

または Acrobat メイン メニューから [ツール ] > [Creo PDF Trapper] の順に選択
します。

詳細については、『Creo PDF Trapper リリース ノート』 (Part Number: 717-00108A)
および Creo PDF Trapper ヘルプを参照してください。
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リファイン機能

Creo Color Matcher
Creo Color Matcher は、Prinergy 印刷ワークフローのジョブ チケット プロセッ
サ (JTP) として提供される機能の一部です。

この機能のメリット

Creo Color Matcher は、Prinergy におけるカラー マネジメントに役立つ以下の
機能をサポートしています。

• RGB 画像変換
RGB 画像およびグラフィックを、Prinergy に付属する標準 ICC プロファイ
ルまたはユーザーが作成するカスタム プロファイルを使用して、自動的に
CMYK に変換できます。

• CMYK と CMYK のカラー マッチング
CMYK と CMYK のカラー マッチングに関しては、Creo Color Matcher によ
り、PDF ファイルのカラー スペースが、ICC プロファイルを使用して、特
定の出力デバイス用に適切なカラー スペースに変換されます。リファイン
時の CMYK と CMYK のカラー マッチングは標準機能です。プルーフ用の
CMYK と CMYK のマッチング オプションには別途ライセンスが必要です。

L*a*b* などのようなデバイスに依存しないカラー スペースは、プロセス プラ
ンで使用されている ICC プロファイルに従って最終的なカラー スペースに変
換されます。

機能について

詳細については、『Creo Color Matcher JTP リリース ノート』 (Part Number: 717-
00118A) を参照してください。

ブラックとして扱う

トラッピングの自動化を促進し、正しい結果を導き出せるように、Creo PDF
Trapper ソフトウェアでは、ブラックなどの色をオプションで取り扱うことが
できます。

この機能を使用すると、カラー データベース内の色 (通常は特色 ) について 
[ブラックとして扱う ] チェックボックスをオンにできるようになります。この
ように設定すると、Creo PDF Trapper は、それが JTP バージョンとプラグイン
バージョンのどちらであっても、ブラックに適用するのと同じルールを使用
してこの色をトラッピングするようになります。Creo PDF Trapper によるブ
ラック オブジェクトに対する処理方法は、リファイン プロセス プランの [ト
ラップ ] セクションにおける [ブラック ] 領域の設定によって決まります。[ブ
ラックとして扱う ] チェックボックスをオンにしても、色のスクリーン角度は
変化しません。

注意 : 「ブラックとして扱う」オプションは、Creo PDF Trapper ソフトウェアのライセンス
を所有している場合のみ有効です。
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この機能のメリット

カラーをブラックとして扱うには、次のようないくつかの理由があります。

• 濃い色の小さな文字を、塗りつぶされた背景に描かれた黒い文字のように
オーバープリントできるようにするため

• 下地にバンプ カラーが使われている場合に、色によってオブジェクトの形
を定義できるようにするため

• 生成されたトラップをスケーリングできるようにするため。たとえば、不
透明インキのオブジェクトをブラック オブジェクトに対してトラッピン
グする場合など

機能について

カラー エディタには、[ブラックとして扱う ] チェックボックスが追加されまし
た。カラーをブラック オブジェクトとしてトラッピングする場合に、チェッ
クボックスをオンにします。

印刷しないカラー スペースのデータの検出

RGB、L*a*b*、CIE カラー スペースなど、印刷しないカラー スペースのデー
タを検出できるようになりました。また、そのようなタイプのデータが検出
された場合の処理として、無視、警告、中止のいずれかを指定することがで
きます。

つまり、Prinergy では、以下のこと行われます。

• ファイル (入力ファイルなど ) 内の印刷しないスペース データの検出

• Prinergy で処理されたファイル (リファインされたファイルやデジタル マ
スタ ファイルなど ) 内の印刷しないスペース データの検出

• 印刷しないスペース データ検出時の処理方法 (無視、警告、中止 ) の制御

警告や中止の状況は、タスク履歴の [処理情報 ] ダイアログ ボックスに表示さ
れます。
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この機能のメリット

この機能を使用して、提供されたファイルに処理対象となる印刷用スペース
データのみが含まれていることを確認したり、リファイン プロセスでデータ
が正しくカラー変換することができます。

使用に適した状況

この機能は次の場合に使用します。

• 提供されたファイルの内容の整合性を確認するためのプリフライト プロ
セスとして使用する場合

• 受け取るファイルでは印刷用カラー スペースのみ使用することになって
いる場合

警告が出ないように、リファインしたファイルを確認する場合（リファイン
プロセスのオプティマイズの手順を参照）

機能について

リファイン プロセス プランでは、カラー スペースの検出を制御できる箇所が
2 つあります。1 つはノーマライズで、もう 1 つはオプティマイズです。どち
らの場合にも以下のような画面が表示されます。

ノーマライズの設定は、入力ファイルに必要な検出機能を制御するためのも
のです。一方、オプティマイズの設定は、リファイン済みの PDF ファイルに
必要な検出機能を制御するためのものです。オプティマイズの前に、カラー
変換で印刷しないカラー スペース オブジェクトが印刷用カラー スペース オ
ブジェクトに変換されることもあります。オプティマイズで印刷しないカ
ラー スペースがないかどうかチェックすることにより、カラー変換が正しく
実行されたことを確認できます。

複数のノーマライザ設定ファイル

高度な処理を必要とするユーザー向けに、複数のノーマライザ設定ファイル
を使用して、高度なワークフローに対応することができます。設定ファイル
をあらかじめ複数用意し、プロセス プランで指定します。

この機能を使用して、複数のノーマライザ設定ファイルを必要とする特別な
処理を行うことや、ノーマライザが使用する設定ファイルをプロセス プラン
での設定に基づいて指定することができるようになります。ノーマライザの
動作は 1 種類に限定（たとえば、PostScript® Bypass または OPI Bypass のみな
ど）されないため、システム内の他のノーマライザと共にプールすることが
できます。

注意 : ノーマライズの処理で [中止 ] が選択されている場合に印刷しないカラー スペース
データが検出されても、リファインしたファイルのチェックが行われるため、処理は続行
します。
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この機能のメリット

以前は、ノーマライザが行う処理を変更するには、ノーマライザ設定ファイ
ルを編集し、ノーマライザ JTP を再起動する必要がありました。あるいは、特
定の処理 (PostScript Bypass など ) を実行するようにノーマライザが設定され
ている場合は、システム内の他のノーマライザと一緒にプールすることがで
きませんでした。今回のリリースでは、ノーマライザを再起動する (そして、
場合によっては、結果的に他のユーザーの作業を妨げる ) ことなく、必要な設
定ファイルを適用できるようになりました。

使用に適した状況

特定の種類の入力ファイルがノーマライザの動作に対する変更を要求する場
合があります。たとえば、Postscript バイパスをいくつかのファイルに適用し
て、それ以外には適用しない場合などです。

機能について

リファイン プロセス プランのノーマライズの設定で、設定ファイルのパスと
名前を以下のように指定します。

CT/LW および TIFF/IT データの検出

CT/LW コンテンツのトラッピングやオーバープリントを変更すると、ほとん
どの場合望ましくない結果になります。従来は、CT/LW コンテンツやベクター
コンテンツを含むページをトラッピングする必要が生じた場合、手動のトラッ
ピング処理が必要でした。この新機能を使用すると、リファイン プロセス中
にノーマライザによって検出された CT/LW データや TIFF/IT データのすべて
にマークが付けられるため、以降のプロセスではそのデータに対してトラッピ
ングおよびカラー マネジメントが実行されません。入力ファイルのリファイ
ンおよびトラッピングの大部分が自動で行われることは従来通りです。

この機能のメリット

以前は、混合コンテンツ (たとえば、トラッピングを必要とするベクター アー
トワークとトラッピングを必要としないラスター コンテンツ ) を処理する場
合、ページを手動でトラッピングする必要がありました。この新機能を使用
すると、ラスター ベースのコンテンツが検出され、変更対象から除外される
ため、入力ファイルのリファインおよびトラッピングを自動的に実行するこ
とができます。また、結果的に、すべてのページを 1 つのホット フォルダま
たはプロセス プランで処理できるようになり、ページに CT/LW コンテンツが
含まれているかどうかを確認するための作業負荷が軽減されます。

使用に適した状況

この機能は、入力ファイルに対するリファイン プロセスの一部として使用し
ます。
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機能について

リファイン プロセス プランの [ノーマライズ ] セクションで、[CEPS (CT/LW お
よび TIFF/IT) 認識を有効化 ] チェックボックスをオンにします。

PDF/X-3 の出力インテント

カラー変換中の最終出力プロファイルで PDF/X-3 出力インテントを選択でき
るようになりました。

この機能のメリット

このオプションは、入力ファイルが PDF/X-3 で、PDF/X-3 出力インテントで指
定された ICC カラー プロファイルを使用して最終出力を行う場合に便利です。

機能について

リファイン プロセス プランの [カラー変換 ] タブで、[最終出力プロファイルを埋

め込み PDF/X-3 出力インテントに使用する ] チェックボックスをオンにします。

スポット カラーの不明な定義を修正

リファイン処理中に不明なスポット カラー定義を修正できるようになりま
した。

この機能のメリット

この機能により、ファイル内の複数のスポット カラー定義を 1 つの定義に変
換できます。これにより、PDF カラーがより一貫したものとなり、印刷出力
をより正確に表現できるようになります。

機能について

リファイン プロセス プランの [カラー変換 ] タブで、[色成分が異なる同名のス

ポット カラーを個別に認識 ] を選択します。

濃いブラックのオーバープリント

濃いブラック オブジェクト (K=100%、CMY のいずれかが 0% のオブジェクト )
をオーバープリントできるようになりました。この機能は、Creo Color Match JTP
のみで使用できます。

この機能のメリット

オーバープリントがブラック インキのみに限定されることはなくなりまし
た。濃いブラックをオーバープリントに設定すると、ブラックもオーバープ
リントに設定されます。

機能について

リファイン プロセス プランの [カラー変換 ] タブで、[濃いブラックをオーバープ

リントに設定 ] を選択します。

注意 : 濃いブラックをオーバープリントに設定すると、C、M、Y チャンネルの濃淡
の割合に応じて、インキ量が多くなる領域があります。
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ページを中央に揃える

この機能を使用すると、面付けを割り当てる際にページを中央に揃えること
ができます。

面付けまたはジョブをインポートする場合、面付けのページを中央に揃えた
ままにするかどうかを指定できます。Prinergy Workshop を使用して、面付け
からページを外して別のページと置き換える場合、置き換えるページの中央
は元のページの中央と同じ位置になります。

ページの中央はトリミング ボックスの設定に基づきます。トリミング ボック
スがない場合は、メディア ボックスが使用されます。

この機能のメリット

アートワーク コンテンツがトリミング ボックス (トリミング ボックスがない
場合はメディア ボックス ) に対して中央揃えに配置されている場合、Prinergy
Workshop を使用すると、画像の位置調整を行わずに、アートワークをレイア
ウトの別の位置に再度割り当てることができます。

これまではメディア サイズが異なるアートワークごとにトリミング ボック
スを設定する必要がありました。すべてのアートワーク コンテンツが中央揃
えになっている場合は、手動によるこの操作は不要です。

使用に適した状況

設定によってはすべての面付けが中央揃えになっていることがあります。イン
ポート プロセス プランを更新して、ページを常に中央に揃えることができます。

機能について

インポート プロセス プランのためのプロセス プラン エディタに [レイアウト

で単面アートワークを中央に揃える/面付けでページを中央に揃える] ボックスが追
加されました。

このボックスには次のオプションがあります。

• [設定値を維持 ]: インポートされた面付けで中央に揃えられていたかどうか
に従って、ページを中央に揃えます (Pandora™ を使用して設定できます )。

• [中央揃え ]: すべてのページを面付けページに対して中央に揃えます。

• [ページ オフセットの使用 ]: ページをメディア ボックスまたはトリミング 
ボックスの左下角で面付け内に配置します (Prinergy 2.1 以前の動作と同様 )。

面付け全体でページの中央揃え機能を有効にするには、次の操作を行います。

• インポート プロセス プランで [中央揃え ] オプションを選択します。

[折丁 ] 表示から特定のページで中央揃え機能を有効にするには、次の操作を行
います。

1. [折丁 ] 表示で、[面付けプラン ] セクションを選択してから、[表示 ] メニュー
で [表示項目 ] を選択します。

2. [表示項目 ] ダイアログ ボックスで、[ページを中央に揃える ]、[オフセット ]、
および [トリミング サイズ ] を選択して、ジョブ マネージャでこれらの列を
表示します。

3. [折丁 ] 表示の [面付けプラン ] セクションで、中央に揃えるページを選択し
ます。

4. [編集 ] メニューから、[ページを中央に揃える ] を選択します。
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APA の演算処理と新しい APA エディタ

自動ページ面付けが容易になるように、Advanced Production Automation (APA)
が強化されました。APA コマンド言語が拡張され、新しい APA コントロール
ファイルと既存の APA コントロール ファイルの編集に使用できるエディタ
が新たに追加されました。

APA 機能は、Prinergy が自動的に PDF を面付けに割り当て、特定のジオメト
リ設定 (オフセット、方向、その他 ) をリファイン プロセスの中で設定するも
のです。APA はすべてのジョブに適用できますが、ページ数が多いジョブに
効果的な機能です。

APA には、ページ オフセット演算を解釈するための APA ページ割り当てス
テートメントを補助する機能があります。たとえば、第 1 章が 28 ページで構
成されている書籍の場合、次の章を構成している各ページ番号に 28 を加算す
るように Prinergy を設定すれば、ページ位置が正しく決定されます。この例
の場合、APA コマンド ラインは以下のようになります。

ASSIGN= chapter2.p[#PgPos].pdf myPageSet [#PgPos]+28 1

また、APA にはエディタ機能があります。この APA エディタを使用すると、
APA 構文を理解する時間および APA ファイルを編集する時間を削減できま
す。ワイルドカードの作成を簡素化し、エラー チェック機能については、単
純なエラーを自動修正するか修正方法の提案をもとにユーザーが修正を行う
かを選択することができます。また、使用する単位を選択することもできま
す。以前の形式の APA ファイルは、APA エディタとリファイン プロセスの両
方でサポートされています。

図 1: [ページの割り当て ] 表示
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図 2: [ジオメトリの割り当て ] 表示

図 3: [未加工の APA ファイル ] 表示

この機能のメリット

ページ位置の演算処理によって、APA ファイルはより標準的なものになり、多
くの場合、ファイルのサイズが大幅に縮小されます。

APA エディタを使用すると、適切な APA ファイルを見つけ、それが何をする
ものであるかを認識し、正しい結果を得られるようにそれを編集するといっ
た作業をより簡単に行えるようになります。
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使用に適した状況

この機能は APA のライセンス オプションに含まれています。APA ファイルを
使用して、最初のリファイン プロセス時または再リファイン時に、面付けの
配置やジオメトリを制御します。この演算処理は、書籍やページ数の多い文
書のページ配置を行う際に特に便利です。

APA エディタを使用すると、サイズや複雑さに影響されることなく、APA ファ
イルを最も簡単な方法で編集およびチェックすることができます。APA およ
びそのエディタは、Prinergy ユーザーを対象とするツールです。一方、Synapse®
Page Assigner は、APA エディタほど強力ではありませんが、より直観的なツー
ルです。ユーザーの顧客は、Synapse® Page Assigner を使用して、その顧客独自
の方法でページ割り当てを行うことができます。

エディタを起動するには、次の操作を行います。

[Prinergy Workshop] ウィンドウで [ツール ] メニューからエディタを起動する
ことができます。[ジョブ マネージャー ] ウィンドウから APA エディタを起動
すると、ジョブの APA ファイルが保存されているフォルダが自動的に表示さ
れます。他のウィンドウから APA エディタを開いた場合は、APA ファイルを
フォルダ ツリーから探す必要があります。APA のライセンスを保有していな
い場合は、[ツール ] メニューに [Advanced Production Automation Editor] とい
う項目は表示されますが、選択することはできません。

ファイルをロードするには、次の操作を行います。

デフォルトでは、APA エディタを開くと、新しい APA ファイルが作成されま
す ( 保存はされません )。既存のファイルをロードするには、[ ファイル ] メ
ニューから [APA ファイルをロード ] を選択します。同様に、変更を終了したら
[保存 ] または [名前を付けて保存 ] を選択します。自動保存機能はなく、ファ
イルを保存せずに APA エディタを終了することも可能であるため、この操作
は重要です。

エディタでデータを表示するには、次の操作を行います。

APA エディタには 3 つのペインがあり、同一のデータが異なる形式で表示さ
れます。1 番目のペインには、APA ファイル内のすべての ASSIGN= コマンド
が表示されます。2 番目のペインには、APA ファイル内のすべての GEOM= コ
マンドが、指定の単位で表示されます。3 番目のウィンドウには APA ファイ
ルのすべての内容が表示されます。この表示方法は他の APA ファイルとの間
でテキストをコピー & ペーストする際に特に便利ですが、APA ファイルの構
成を確認するためにも使用することができます。どのペインに変更を加えて
も、他の 2 つのペインに即座に変更が反映されます。
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ジョブ内のリファインされたページ ファイルには、通常似通った名前が付け
られます。このことを利用して、ワイルドカードを使用してファイル名の文
字を置き換えて検索できます。たとえば、リファインされたファイル名が
myFile.p1.pdf または myFile.p2.pdf の場合、ページ番号のうち 1 つを選択して
[この位置 ] ワイルドカード ボタンをクリックします。結果は次のようになり
ます。

この例の場合、APA ファイルは機能しますが、4 番目の行によって他のすべて
の行のジョブが実行されます。このため、他の行は削除できます。この操作
を自動的に実行するには、[編集 ] メニューの [重複行の簡潔化 ] を選択します。

図 4: APA の [編集 ] メニュー

ファイルの内容が自動的に 1 行にまとめられます。この機能は、大容量の APA
ファイルを再編集する場合に特に便利です。

APA では多数の標準キーボード ショートカットをサポートしています。
ショートカットはメニュー内のコマンドの隣に表示されます。

この機能の詳細については、『Using Prinergy’s Advanced Production Automation
Feature Technical Bulletin』 (Part Number: 719-00018A) を参照するか、 Prinergy オ
ンライン ヘルプの APA に関する項目を参照してください。
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ページ ジオメトリ設定の加算 /減算

[ページ ジオメトリ ] ダイアログ ボックスでページ ジオメトリを設定するとき
に、加算 /減算で数値を指定できるようになりました。

この機能は、ジョブのページ ジオメトリを手動で調整しなければならない場
合に便利です。

出力機能

PDF の発行およびベクター出力における PDF のスケーリングと回転

Prinergy から PDF ファイルを出力する場合は、割り当てられているジオメト
リに応じてその PDF のスケーリングや回転を行ったり、オプションで、すべ
てのトラップを解除することができます。ページ マークが不要であれば、新
たに追加されたオプションを使用して PDF ファイルをトリミングすることも
できます (トリミング ボックスの設定で出力されます )。

この機能のメリット

PDF ファイルを Web ページとして使用する場合、トラップを非表示にし、ト
リミング ボックス内のコンテンツのみを使用することができます。また、低
解像度版の PDF ファイルをプルーフのために送信する際は、ファイル内のト
ラップを解除しないとトラップが太く見えてしまうことがあります。

機能について

PDF ファイルは Prinergy Workshop の [ファイル ] メニューの [PDF ファイルの発

行 ] を選択するか、PDF ベクター出力プロセス プランを使用して出力します。

Prinergy Workshop の [ファイル ] メニューから [PDF ファイルの発行 ] を選択しま
す。[PDF ファイルの発行 ] ダイアログ ボックスが表示されます。
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この [PDF ファイルの発行 ] ダイアログ ボックスに、以下の 3 つのチェックボッ
クスが追加されました。

• [ジオメトリの適用 ]ジオメトリ設定に応じて PDF ファイルのスケーリング
および回転を行う場合に選択します。

• [トラップの削除 ] PDF 出力内のすべてのトラップを解除する場合に選択し
ます。

• [メディアのトリミング ] PDF 出力をトリム マークに合わせてトリミングす
る場合に選択します。つまり、新たに生成された PDF ファイルのメディア
ボックスを元の PDF ファイルのトリミング ボックスと同じにする場合に
選択します。
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単ページ / アートワーク プロセス プランの [デバイス ] セクションにも同じ
チェックボックスが追加されました。

Veris 対応プルーフの印刷

Prinergy では、Veris™ プルーファー対応の Creo Certified Process がサポートさ
れるようになりました。

Veris 対応の Creo Certified Process では、以下の点を確認します。

• 適切なキャリブレーションが使用されているか

• キャリブレーション データは有効なものか

• 適切なカラー プロファイルが使用されているか

• 適切なインキが使用されているか

• 適切なメディアが使用されているか

使用に適した状況

この機能は、単ページ /単面アートワーク、または面付けレイアウト プルー
フに使用します。
 



新機能 21
機能について

単ページ出力および面付けプルーフィング出力プロセス プランの [デバイス ]
セクションの [Veris プルーフ プロセス ] ボックスで、[認定済み ] を選択します。

スクリーニング履歴

Prinergy では、ジョブ履歴に出力スクリーニング情報が追加されます。これに
より、ジョブに正しいスクリーニングが適用されたことをより簡単に確認で
きます。

ジョブ履歴には、スクリーン システム、ドット形状、スクリーン角度、線数、
Maxtone 設定などの情報がキャプチャされます。各スクリーン設定に対して
生成される履歴メッセージは、1 つだけです。たとえば、100 個のオブジェク
トが同じ設定でスクリーニングされた場合、それらのスクリーニング情報に
ついては 1 つの履歴メッセージしか記録されません。

例 : 
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新しい可変マーク

出力生成に使用されるパラメータの一部を取得する可変マークが追加されま
した。次の可変マークが新しく追加されたものです。

• $[username] —出力プロセス プランを実行したユーザー (ログオン情報に
基づいて判別されます )

• $[device] —プルーフまたは版を作成した出力デバイス。ファイルに出力し
た場合は、このマークには出力先となったフォルダが含まれます。

• $[ICCprofile] —出力で適用された ICC プロファイル

• $[medium] —出力で適用された Harmony メディア

• $[UnmappedColorsOnSurface] —カラー コンバイナが使用される前のすべ
ての面のカラー

• $[WebGrowthProfile] —プロセス プランで使用された Web Growth プロファ
イルの名前

• $[PageName] —レイヤー情報を含むページ名

• $[PageFileName] —最上位レイヤーのファイル名のみ

• $[colorsOnPage] —ページのカラーのリストを含み、カラーが割り当てられ
たレイヤーを示したページ マーク 出力は、次のような形式になります。
レイヤー 1: <色 1>, <色 2>, <色 3> ... レイヤー 2: <色 1>, ...
レイヤー 2 はオプションで、追加のレイヤー (バージョン ) が存在する場
合のみ印刷します。

• $[colorsOnSurface] —出力上で面に存在するすべての色に代用されるシート
マーク 出力は、次のような形式になります。<色 1> <色 2> <色 3> <色 4> ...

インキ レポート

インキ レポートでは、Prinergy PrintLink 機能によって生成された CIP3 .PPF
ファイルを分析して 1 つまたは複数の色版に対するピクセル数を計算し、イ
ンキ領域 (平方インチとセンチメートル単位) およびプレートの割合に関する
レポートが作成されます。

インキ レポートは、CIP3 .PPF ファイルがホット フォルダに出力される最終
出力プロセス プランで自動的に生成されます。インキ レポートは、そのホッ
ト フォルダを監視し、テキスト ベースのレポートを出力します。

この機能のメリット

インキ レポートはジョブ実行時のインキの消費量を見積るのに役立ちます。

使用に適した状況

この機能は、ページを面付けに割り当てた後に使用できます。

注意 : インキ レポートを使用するには、PrintLink 機能のライセンスが必要です。
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機能について

インキ レポートを設定するには

1. %ARAXIHOME%\CreoAraxi\bin\Ink フォルダからデスクトップにインキ レ
ポートのショートカットをドラッグします。

2. ショートカットを右クリックして、[プロパティ ] を選択します。

3. [ターゲット ] ボックスには、インキ レポートを実行するコマンドと 2 つの
パラメータがあります。最初のパラメータは、CIP3 .PPF ファイルが保存
されるホット フォルダのパスです。2 番目のパラメータは、インキ レポー
トが生成されるディレクトリです。必要に応じて、これらのパスを編集し
ます。ホット フォルダのデフォルト パスは、J:\Ink\in で、レポートのデ
フォルト パスは、J:\Ink\reports です。

4. ショートカットを設定したら、ダブルクリックします。この操作により、
ホット フォルダの監視を開始するインキ レポート デーモンが起動しま
す。ホット フォルダまたはレポート出力のディレクトリが存在しない場
合、インキ レポート デーモンにより、これらのディレクトリが作成され
ます。この処理は、最小化されたウィンドウで実行されます。システムを
再起動する際には、このデーモンを再起動する必要があります。

新しい最終出力プロセス プランを作成するには

1. 出力タイプを選択します。

2. [PrintLink] チェックボックスをオンにします。

3. [出力タイプ ] が [絶対ファイル ] に設定されていることを確認します。[ファ

イルをディレクトリに配置 ] ボックスで、インキ レポートのホット フォルダ
を選択します。

4. [ファイル生成モード ] ボックスで [1 シートに 1 ファイル ] を選択します。こ
うすることにより、すべての色版と両面に関するすべてのインキ値が 1 つ
のテキスト ファイルにまとめられます。

5. [デバイス ] チェックボックスをオフにします。

以下に、インキ レポートのサンプルを示します。

J:\Ink\in\TF_Ink!test_13_2.1AB.CMYK.ppf のインキ カバレッジ レポート

表面

カラー 領域 (cm2) 領域 (in2) % カバレッジ

シアン 341.54 52.94 1.32

マゼンタ 929.05 144.00 3.60

イエロー 1432.81 222.09 5.55

ブラック 292.75 45.38 1.13

5 番=カスタマー定義カラー 42.59 6.6 0.17

5 番=カスタマー定義カラー 107.78 16.71 0.42

5 番=カスタマー定義カラー 136.66 21.18 0.53

ダイ 32.41 5.02 0.13

FDDkBl 34.96 5.42 0.14

PANTONE 485 CV 262.81 40.74 1.02

ニス 0.55 0.08 0.00
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DigiCap スクリーニング

DigiCap™ は Creo のスクリーニング技術で、デジタル フォトポリマー メディ
アの塗りつぶし領域へのインキの転写を改善します。

この機能のメリット

フォトポリマー プレートの滑らかな表面に蓄積したインキは均一の厚みを保
つことができないため、フレキソ出力の画像表示に、塗りつぶしの濃度の不
均一や過度のドット ゲイン、スラーなどの問題がしばしば起こります。

DigiCap はプレートの表面に小さな反転ドットを適用し、視覚的な影響を最小
限にとどめ、場合によってはドット ゲインを減少させ、塗りつぶしのインキ
濃度を高めます。塗りつぶしに濃淡を適用すると、塗りつぶし領域内の点で
表現される影響を少なくし、インキ濃度を高め、視覚効果を改善します。

機能について

DigiCap テクスチャを設定するには、反転ドットのサイズと、出力プロセス プ
ランの [キャリブレーション＆スクリーニング ] セクションで濃淡の割合をパー
セントで指定します。また、DigiCap テクスチャを適用しないエレメントの
エッジからの距離をピクセルで指定します。

DigiCap 反転ドット サイズおよび濃淡の割合を正しく定めるには、ドットの
粗さのレベルと濃淡の割合を複数組み合わせたテストを実行する必要があり
ます。詳細については、『Prinergy Advanced Flexo Implementation User Guide』を
参照してください。

HyperFlex スクリーニング

HyperFlex™ は Creo の新しいスクリーニング技術で、フォトポリマー プレー
ト上に細かいドットまたはグラフィック エレメントを形成する補助となりま
す。HyperFlex プロセスでは、ハイライトのドットの間および周囲に印刷され
ない UV ランプを適用します。HyperFlex をご使用いただくには別途ライセン
スが必要です。

HyperFlex を使用すると、次のものも調整できます。

• ハイライトの点など小さなグラフィック エレメント内および周囲のレリー
フ深度

• ハイライトの点など小さなグラフィック エレメントをサポートする縁の幅

この機能のメリット

UV ランプはフレキソ印刷版のレンダーしきい値より下にあるため、印刷され
ません。ただし、ポリマーを生成してドットの間や周囲のレリーフ深度を減
少させる働きがあります。HyperFlex はドット周囲のベースを拡張し、ドット
の形状を改良して、印刷時に圧力が加わるときの耐久性を高めます。

機能について

出力プロセス プランの [キャリブレーション＆スクリーニング ] セクションで、
HyperFlex ドット サイズをピクセル単位で設定します。

HyperFlex ドットの適切なサイズを定めるには、HyperFlex ドットがプレート
上に見えるようになるまで HyperFlex サイズを徐々に大きくして、露出テスト
を何回か実行する必要があります。詳細については、『Prinergy Advanced Flexo
Implementation User Guide』を参照してください。
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Virtual Proofing System 2.0
Virtual Proofing System 2.0 は Mac OS X 上で実行できます。Mac OS 9.x ユーザー
用に、Prinergy 2.2 Virtual Proofing System 1.2.8 も従来通り使用できます。Virtual
Proofing System 2.0 には Virtual Proofing System 1.2.8 のすべての機能に加えて、い
くつか拡張された機能があります。以下も参照してください。「Virtual Proofing
System での TIFF タグ」 (30 ページ )

この機能のメリット

Virtual Proofing を使用すると、次の操作を画面上で実行できます。

• レンダー ファイルのプレビュー

• 面付け、見当、トラッピング、ページのバックアップ、フォント、画像置
換、および色分解の画面上での確認

• 透明色、制限のない特色数、および拡大ズームの表示

• 複数のジョブに適用するカラー定義の保存 

機能について

1. Prinergy プロセス プランを使用して、Virtual Proofing System ファイルを生
成できます。

2. デスクトップから、Virtual Proofing System を起動します。

3. 表示するファイルを開きます。

詳細については、『Virtual Proofing System ユーザー ガイド』を参照してください。
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デジタル印刷

Prinergy のデジタル印刷機能を使用すると、Xerox DocuColor および Docu Tech
Digital Press を制御する Xerox Freeflow Print Manager などの、サポート対象のデ
ジタル印刷アプリケーションにアクセスできます。

この機能のメリット

この機能により、Prinergy ワークフローにデジタル印刷ジョブ プログラムを
統合できます。ジョブを作成し、保存する際に Prinergy および Synapse ツール
セットを使用することができ、Prinergy Workshop から、デジタル プリンタで
のデジタル印刷ジョブの設計、およびジョブのプルーフ、印刷、および管理
などのキュー管理に直接アクセスできます。

機能について

1. デジタル印刷アプリケーションを設定します。

2. 印刷準備ができているジョブを選択します。

3. [出力 ] メニューから、[デジタル印刷用に送信 ] を選択します。

4. 起動するデジタル印刷アプリケーションを選択します。

オーバープリント処理

オーバープリント処理は、オーバープリントされたオブジェクトのラスター
カラー マネジメントを提供する、単ページおよび面付けプルーフのための新
しいプルーフ機能です。

この機能のメリット

オーバープリント処理によりラスター カラー マネジメントが有効となり、プ
ルーフ プロセス ICC プロファイルを使用してカラー マッチングが行われた
オーバープリント オブジェクトの外観を保ちます。ラスター カラー処理によ
り、オーバープリント オブジェクトに意図しないノックアウトが発生するこ
とを防ぎます。

機能について

1. Advanced Color Management のライセンスを取得します。

2. カラー変換に Creo Color Matcher JTP を使用します。

3. 単ページまたは面付けプルーフ プロセス プランの [レンダー] タブで、[諧
調 ] を [256] にします。

4. [カラー マッチング ] タブで、[ページ コンテンツのカラー マッチング ] を選択
します。

5. [カラー変換 ] タブで、[オーバープリント処理 ] を選択します。

注意 : Digital Print ソフトウェアがライセンスされている場合のみ、Digital Print Integration
が使用できます。

注意 : Creo Advanced Color Management ソフトウェアがライセンスされている場合のみ、
オーバープリント処理が使用できます。
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代用カラー定義の使用

カラー エディタまたは Creo Color Match JTP で PDF ファイルに定義された代
用カラー定義を使用するオプションを選択できるようになりました。このオ
プションは、出力のリファイン中およびプルーフ中に使用できます (OEM
Color Match JTP では、このオプションはデフォルトで有効でした )。

この機能のメリット

この機能は、ファイルで定義されたカラー レシピとは異なるスポット カラー
レシピを使用したい場合に便利です。

機能について

このオプションを有効にすると、ジョブ単位のカラー エディタ、グローバル
カラー エディタ、またはデフォルトの Pantone ライブラリ (ロードされている
場合 ) で定義されたレシピを Creo Color Match JTP で使用できます。カラーが
見つからない場合は、ファイルで定義されたカラーを使用します。

リファイン中にこのオプションを選択すると、ファイル内のレシピはカラー
エディタで作成されたレシピに置き換えられます。

単ページまたは面付けプルーフ プロセス プランの [カラー変換 ] タブで、[可
能であればカラー エディタの代替カラー定義を使用 ] チェックボックスをオンに
します。
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拡張された機能

このセクションでは、Prinergy 2.2 で強化された新機能について説明します。
ソフトウェアの問題を解決するために変更された機能については、2 ページの

「修正された問題」 で説明しています。

インストールおよびシステムの拡張機能

Prinergy Workshop と Adobe Acrobat 6
Prinergy Workshop 2.2.1.5 では、Acrobat 6 の次の機能を完全にサポートしてい
ます。

• PDF の表示と変更

• Prinergy Workshop のアップデート中に Acrobat 6 プラグイン専用フォルダ
をインストールおよびアップデート

Acrobat 6.0 Professional をインストールして、次に Prinergy Workshop を通常通
りアップデートします。新機能の Client Auto Update ユーティリティにより、
Prinergy Acrobat プラグインが正しく Acrobat 6.0 フォルダにコピーされます。

従来通り Prinergy クライアントで Acrobat 5.05 を使用することもできますが、
Mac OS X では Acrobat 6.0 のみが動作します。

Adobe Distiller 6 の推奨される設定に関する情報が、Prinergy オンライン ヘル
プに追加されました。

Synapse Link の統合

Synapse Link は別途ライセンスをご購入いただく Creo のソフトウェア アプリ
ケーションで、プリプレス ワークフロー システムと経営情報システム (MIS)
との間にメッセージング インターフェイス (リアルタイム JDF 接続 ) を提供し
ます。Synapse Link との統合を強化し、データ品質を改善するために、Prinergy
では次のことが可能です。

• ジョブの作業状況に関する情報の追加

• Prinergy を終了せずに新規ユーザーに切り替え

Synapse Link では、ワークフロー システムと経営情報システムとの間の生産
データおよびジョブ ステータス情報の交換が自動化されます。これにより、
同じ情報を手動で両方のシステムに入力する必要が少なくなります。MIS を
導入していない場合は、Synapse Link のレポート機能を使用して、MIS に送ら
れる場合と同じ情報を取得できます。この情報はさまざまなレポート形式で
利用できます。詳細については、『Synapse Link システム管理ガイド』 (Part 
Number: 725-00078A) を参照してください。

注意 : Prinergy システムでは Acrobat 5.05 または Acrobat 6.0 のいずれかを使用する必要があ
ります。
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この機能のメリット

処理される作業の発生要因に関する情報が提供されると、経費の発生するイ
ベントへの課金方法を決定しやすくなります。定義済みの作業タイプのいず
れかを選択するか、ジョブごとに作業タイプをカスタマイズして、処理され
る作業の発生要因とその承認者に関する詳細を追加できます。

ユーザーの切り替え機能は、1 日に複数のユーザーが Prinergy にアクセスする
ワークステーションを使用している場合に便利です。この機能を使用すると、
個別のユーザー プロパティを作成する必要がありません。この機能では、
Prinergy にユーザー プロパティまたはジョブのリストを再読み込みすること
なく、ユーザー ID をすばやく変更でき、適切なプロセスの使用を促進し、結
果としてユーザーの活動レポートをより正確なものにします。

機能について

Prinergy Workshop で Link 機能を有効にするには、次の操作を行います。

Synapse Link を購入されている場合、Prinergy Workshop の [サーバーに接続 ] ダ
イアログ ボックスに [ユーザーの切り替えを有効にする ] オプション ボタンが表
示されます。[ユーザーの切り替えを有効にする ] ボタンをクリックして、他の 
Link 機能を有効にします。

Workshop を終了せずにサイン アウトするには、次の操作を行います。

ユーザー ID の切り替えは複数のユーザーが Workshop にアクセスするワーク
ステーションで使用されますが、独自のユーザー プロパティは必要ありませ
ん。この機能を使用することで、Workshop を終了することなく、またユー
ザー プロパティまたはジョブのリストを再読み込みせずに、ユーザー ID を素
早く変更できるようになります。独自のユーザー プロパティ (ツール バーな
ど ) を読み込む場合は、通常のログインを実行する必要があります。

1. [ジョブ ファインダ ] または [ジョブ マネージャ ] の [ツール ] メニューから、
[ユーザーの変更 ] を選択します。

2. [Prinergy Server への接続 ] ダイアログの [ユーザー名 ] ボックスに新しい
ユーザー名を入力します。

3. [パスワード ] ボックスに新しいユーザー名のパスワードを入力します。

4. [ログイン ] をクリックします。

注意 : [ユーザーの変更 ] の選択後は、操作をキャンセルできません。Workshop の終了も
ユーザー ID の切り替えもしない場合は、現在のユーザー名とパスワードを再入力してく
ださい。

作業タイプを管理および記録するには、次の操作を行います。

処理される作業の発生要因を取得して、経費の発生するイベントへの課金方
法を決定できます。Synapse Link により、この情報が接続された MIS システム
で使用できるようになります。

Synapse Link を購入されている場合は、[プロセスの開始 ] ダイアログ ボックス
から [作業タイプ ] ダイアログ ボックスが使用できます。
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リファインおよび出力の拡張機能

PDF デジタル マスタのオプティマイズ

デフォルトでは、ノーマライザによってテキストおよびライン アートが圧縮
され、容量の小さいデジタル マスタが出力されるようになっています。この
機能は、Prinergy 2.1.x では採用されていません。ノーマライザでは、Flate 圧
縮を使用して、ページ コンテンツ ストリーム、フォーム、パターン、および
Type 3 フォント コンテンツ ストリームが圧縮されます。

Page Assigner JDF における [All] のサポート

Page Assigner JDF でページ セット名として [All] を使用すると、Prinergy によっ
て、すべてのページ セットに対して指定のページが割り当てられます。

この機能は、バージョニング ジョブの際に便利です。1 つの Page Assigner JDF を
使用して、すべてのページ セットに基底ページを割り当てることができます。

Page Assigner JDF をサポート

バージョン 2.2 より前の Prinergy では、Page Assigner JDF からファイルを受け
取る際は ZIP 形式でしか受け取ることができませんでした。Prinergy 2.2 では、
ZIP ファイルと JDF ファイルの両方を受け取ることができます。

自動インポート機能の改善

次のことが可能になりました。

• Page Assigner JDF (未圧縮 ) をプリジョブ ホット フォルダにインポートし
て、新規ジョブを作成できるようになりました。Page Assigner は Prinergy 
Advanced Production Automation ライセンスに付属して提供され、また 
Synapse Prepare を購入すると付属して提供されます。

• インポート プロセス プランにより、面付けプランのインポート後に既存
のページ セットが保持されたまま、自動的に最初の色版設定が生成される
ように設定します。

• 面付けプランのインポート中に、ページが面付けのインポート以前にすで
にリファインされている場合でも、そのページが自動的に割り当てられる
ようにインポート プロセス プランを設定します。

ページ セット オプションの名前が変更され、累積的なオプション セットとし
て再編成されました。

機能について

• [面付けをインポートした後に色版の最初の設定を実行 ] チェックボックスをオ
ンにします。

• [後から面付けをインポートしたときにページを自動的に割り当てる ] チェック
ボックスをオンにします。
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Virtual Proofing System での TIFF タグ

出力プロセス プランで [デバイス ] セクションの [特殊な TIFF タグ ] チェック
ボックスをオンにすると、Virtual Proofing System 2.0 で次が行われます。

• Prinergy でカラー レシピを入力した場合、カラー レシピを再入力せずにス
ポット カラーを表示

• カラーの不透明度を反映

Harmony カーブの並べ替え

出力プロセス プランの [キャリブレーション＆スクリーニング ] セクションの 
[キャリブレーション カーブ ] が、アルファベット順に表示されるようになりま
した。

レンダリング インテント

[レンダリング インテント ] オプションが拡張され、異なるオブジェクト タイプ
に対して、知覚的または相対的なレンダリング インテント、または PDF ファイ
ルから抽出されたレンダリング インテントを選択できるようになりました。

この機能のメリット

レンダー目的により、異なる画像およびグラフィックに対して彩度を指定し、
システムで最適な結果を得ることができます

機能について

1. [リファイン ] プロセス プランの [カラー変換 ] タブで、CMYK、RGB、また
は [キャリブレーションされた色 ] オプションで、[画像 ] または [グラフィッ

ク ] のいずれかのオブジェクト タイプを選択します。

2. [相対的 ] を選択し、画像およびグラフィックの全域圧縮をオフにして選択
されたオブジェクト タイプの彩度を維持します。

3. [知覚的 ] を選択して、全域圧縮を使用して選択されたオブジェクト タイ
プに彩度の少ない色を生成します。

4. [PDF の設定を維持 ] を選択し、制作ソフトウェアから出力されたファイル
で指定されたオブジェクト タイプのうち、選択したものにレンダリング
インテントを使用します。

注意 : [キャリブレーションされた色 ] とは、ICC-tagged、CalGray、または CalRGB などの
埋め込まれた ICC プロファイルのある CMYK および RGB オブジェクトのことです。キャ
リブレーションされたカラーの色域を維持してレンダリングを行う場合は、[埋め込まれ
たプロファイルを上書き ] をオフにしてください。
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制限とこれまでにわかっている問題

このセクションでは、Prinergy 2.2 の制限と、これまでにわかっている問題に
ついて説明します。以前のリリースから継続している問題も、新しい問題も
あります。ここで説明する問題が解決された場合、Prinergy ソフトウェアの次
期バージョンのリリース ノートの「修正された問題」のセクションで解決方
法を説明します。

NormInputConfig でトリミング ボックスを変更できない

Prinergy では、以下の種類のファイルについては、NormInputConfig によって
トリミング ボックス情報を変更することはできません。

• Adobe Illustrator® 10.0 で作成されたファイル

• Adobe Illustrator 10.0 で AI 8 互換として保存されたファイル

• Prinergy で出力された DCS ファイル。注意 : CopyDot Toolkit で作成された
DCS ファイルではこのような問題は発生しません。
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